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うな基本的 リス トを提供することにある (p.ii)と
いう｡しかし,このやや言語政策的目的と,pp.xii


























より)に対して Tg.dugb"lflLHのかわ りに Pan1-












味があるためかと思われ る｡ しかし MLpariHa
kindoffish日,Tg.pari"a priest";Ml.sorok
"draw backunderacover',Tg.sulb"torch"な
どを対照して,いったいどんな価値があろうか｡音
が似ていて意味の違 う例は,あらゆる言語間におい
て見出される｡上の例では Ml.pari,Tg･page え`
い (魚名)';Ml.suloh,Tg.sulbH松明"が正しい
対応例である｡
いやしくも大学研究所の名のもとに真面目にこの
ような仕事がなされたことについて,一種の感嘆と
驚きを禁じ得ないoLかLl.については,細心の
注意をもって利用すれば,Ml.Tg･問の相互的理解
に資するでもあろう｡
(崎山理 ･大阪外大)
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